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読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。
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赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）き ず な
６月１１日、井原市議会６月定例会が開会しました。会期は６月２５日までの１５日間で

す。１１日の開会日、瀧本市長が議案の提案説明を行いました。その中で、市政の状況や補
正予算の内容等も報告されました。その部分の報告の概要は次の通りです。

市政の状況等について
緊急告知システムの運用について

すでに緊急告知端末器「お知らせくん」を配布しております井原、西江原地区の皆さまには、火災情報
などの緊急情報や防犯情報さらには定時放送「お知らせくん定期便」による本格運用を４月２３日から開
始したところであります。

今年度は井原・西江原地区を除く井原地域の皆さまに平成２５年度には芳井、美星地域の皆さまに「お
知らせくん」を配布する予定で、引き続き各地区の消防団の方々に協力をお願い申し上げる次第でありま
す。なお、今年度配布する「お知らせくん」の購入にかかる議案を今議会に上程させていただいておりま
すので、ご審議のほどよろしくお願いをいたします。

いずれにいたしましても、最重要施策の一つである「安全で安心なまちづくり」に全力で取り組んでま
いりますので、皆さまのご理解、ご協力をお願い申し上げます。

「いばらぐらし住宅新築補助」について
５月末現在で１２件の認定申請があり、市内事業者での契約が７件、市外事業者

での契約が５件となっております。
また、昨年度から実施しております「住宅リフォーム補助」につきましては、平

成２３年度で３４２件、４,７４４万円の補助金を交付しております。
工事費の実績で見てみますと、経済波及効果額は、約６億円に及んでおり大変喜ばしいことと考えてお

ります。本年度につきましても５月末で８７件の申請があり順調に推移しているところであります。

小田川の増水による内水被害への対策について
昨年、一昨年と集中豪雨等により内水が処理できなくなり浸水被害が起きておりましたが、この対策と

して西江原町柳ヶ坪、首高にそれぞれ排水ポンプ場をまた井原町倉掛に排水ポンプ樋門を設置いたしまし
た。梅雨時期を迎えた今、急激な河川の増水に十分対応できるものと期待しています。

綿花の栽培・収穫を行う「綿いっぱい運動」について
市内１３公民館などを通じ種を配布したところであります。秋には市民皆さまが収穫した綿花を回収し、

地場企業や井原高校の協力を得て井原産ジーンズを製作することとしております。
また、７月４日から１０月末のクールビズの間、第１、第３水曜日に市職員をはじめ井原商工会議所や

備中西商工会の職員の方々が勤務時間中にジーンズを着用し、本市の誇れる地場産業である「デニムのま
ち井原」を率先してＰＲし地場産業を盛り立ててまいりたいと考えております。

井原市観光協会について
長きに渡り私を含め歴代市長が会長職を務めてまいりましたが、先の観光協会総会におきまして井原商

工会議所の鳥越 俊男会頭が新たに会長として選任されました。
今後は、民間の発想により思い切った施策を展開していただけるものと期待しております。

協働のまちづくりについて
昨年度から地域でのまちづくりの推進母体となる「地区まちづくり協議会」等の設立を、市内１３小学

校区単位に呼びかけてまいりましたが、現在までに１０地区において設立され、地域住民が主体となって
まちづくりに取り組んでいくための土台づくりが着実に進んでおります。

今年度においては、これらの協議会等がまちづくり活動に取り組みやすいよう運営や調査研究活動に対
し財政的支援を行うほか、昨年に続きパートナーシップ推進員の派遣やリーダーの養成など関連６事業を
「パートナーシップ・プロジェクト事業」として総合的に取り組むことで協働のまちづくりを一層推進し
てまいりたいと考えております。

教育関係について
去る５月３０日、「健康寿命日本一」を目指す一環として行いました「いいぞ井原！チャレンジデー２

０１２」では多くの市民の皆さまにご参加いただきました。 ２面へつづく
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生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください(月額日刊紙３,４００円日曜版８００円）

この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://jcp-seibu.sakura.ne.jp/morimoto/）でも見れます

１面よりつづく
友好親善都市「魚津市」との対決でございましたが、井原市民一丸となって取り組んでいただいた結果、
参加率で上回ることができました。改めまして市民皆さまの健康に対する関心の高さを実感いたしたとこ
ろでございます。勝敗はともかくこのイベントを機に友好親善都市「魚津市」との絆をさらに深めるとと
もに皆さまの運動習慣のきっかけづくりに繋がっていただければと期待申し上げる次第であります。

このイベントに共感していただきご参加ご協力いただきました多くの方々に対しまして、厚く御礼申し
上げます。

井原市グラウンド･ゴルフ場の供用開始について
昨年度工事が完成し本年度備品整備及び芝生の養生を行っております。
竣工式を本年９月１日に予定しておりまして、当日は式典の後、記念大会を行うこととしております。

健康づくり、体力づくり、仲間づくりの場として多くの市民皆さまのご利用をお願いいたします。

田中美術館の展示作品の一部が盗難について
今年２月に田中美術館の展示作品の一部が盗難に遭うという事件が発生し、市民の皆さんに多大なご迷

惑ご心配をお掛けいたしましたが、その後、犯人が逮捕され展示作品も無事返却されました。何より早期
解決いたしましたことに安堵しているところでございます。

今後は、監視体制を更に強化するとともにスタッフマニュアルの徹底等に取
り組み再発防止と信頼回復に誠心誠意努めてまいります。

宿泊施設の消防特別査察について
５月１３日、福山市で発生いたしましたホテル火災を受け、翌１４日から１

８日にかけ井原地区消防組合に宿泊施設の特別査察を行わせました。
査察の結果、市内の公共施設５施設において、一部カーテンやじゅうたんが

防炎仕様でないなど報告を受けたところでありますが、これらにつきましては、早急に対応し既に改善し
たところであります。

今後とも消防訓練の実施も含め法令順守に努めてまいりたいと存じます。

本市の平成２３年度の会計状況について
一般会計をはじめ特別、企業のそれぞれの会計で計画に基づく事業を展開したところであり、一部を繰

り越ししたもののおおむね順調に進展し、健全な財政収支で所期の成果が得られたものと考えております。

予算案件について

（一般会計補正予算の）歳出の主なものについてご説明申し上げます。
まず、４つの基金への積み立てとして、安全・安心推進基金積立金に４億６０万円、次世代育成基金積

立金に４億６０万円、産業振興基金積立金に３億４５万円、健康・生きがい創造基金積立金に３億４５万
円を計上いたしております。

総務費では、地区集会所等整備事業費補助金に１,２８４万余円、コミュニティ助成事業補助金に２５
０万円、市民活動センター「つどえ～る」の空調機更新工事費に１６０万円を計上しておりますほか、本
年１０月のバス路線・ダイヤ改正に伴います、井原市民病院、芳井支所、美星支所の待合施設整備費４０
０万円を計上しております。

民生費では、介護施設整備事業費補助金に３,５４０万円、児童手当法の改正に伴いますシステム改修
費３５０万円を計上しております。
衛生費では、飲料水供給事業補助金に１,６５５万余円を計上しております。
農林水産業費では、めざせＪ１園芸作物ステップアップ事業費補助金に１０２万余円、耕作放棄地の解

消を図るための貸出用自走式草刈り機一台の購入費５０万円を計上しておりますほか、農業用施設新設改
良費では、用排水路整備事業に８００万円を計上しております。
商工費では、現在、本市におきましては「ジーンズのふるさと井原」をキャッチフレーズに様々な取り

組みを行っておりますが、新たに参加・体験型事業を行うこととしており、事業費２１０万円を計上して
おります。
土木費では、交通安全施設整備費に２３０万円を計上しておりますほか本年４月３日に発生した暴風に

より市営西方住宅と与井住宅の屋根材が飛散したことから、西方住宅の屋根修繕工事費に１,３００万円、
また屋根材の飛散により入居者の車両に損害を与えたことから賠償金１９４万余円を計上しております。
教育費では、魅力ある学校づくり調査研究事業費に１１８万余円、ホリデーわくわく学習支援事業費に

５０万円、出部幼稚園駐車場整備事業に５９２万余円のほか、新体操選手育成強化事業費補助金に１００
万円を計上しております。


